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企業型確定拠出年金を
フル活用する方法
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企業型確定拠出
年金の概要

企業型確定拠出年金制度と
は、企業が掛金を負担し、
加入者自ら運用商品を選
択、  運用する企業年金制
度です

 会社として制度を導入します。全社員の加入や加入希望を選択する
など、制度設計を希望と合う形にカスタマイズできます。

事業主が厚生局に申請・承諾後に制度導入する
企業年金制度

会社が掛け金を加入者の個別口座へ拠出します。
加入者はＩＤとＰＷが発行されて、個人で管理、運用します。

事業主が掛け金を加入者の口座へ入金します

運用商品のリストから、自分の責任で運用商品を選択します。

加入者は自分で運用商品を決めて、年金資産
を運用します



企業型確定拠出年金の特徴

掛け金は非課税 加入者１名でもＯＫ 税制優遇

 毎月の掛け金は、全額非課
税です。
事業主が負担する掛け金は
「福利厚生費」として損金
計上できます。
「選択制」は、社会保険料
も対象外となります。

人数制限なく、加入者１
名、役員のみでも制度設計
が可能です。
一般の金融機関で難しかっ
た中小企業、小規模企業も
導入可能です。

運用益は非課税。効率よく
年金資産を積み立てること
ができます。
受け取り時も、退職所得控
除、公的年金等控除を活用
できます。



企業型確定拠出年金の
導入スケジュール

導入の決定 プラン決定 申請 制度スタート 投資教育

就業規則なども整えます

手続きの流れ・費用の確認

従業員への説明会実施 初回掛け金の口座振替

メリット・デメリットの確認

カスタイズプラン作成 制度スタート

厚生局に申請
申請書作成サポートします

定期開催
個別相談



企業型
確定拠出年金

積極的に
取り組む理由

iDeCoより魅力的

長期投資にピッタリ

税制優遇があるのは個人型の iDeCoも同様で
す。
ただ一点、大きく異なる部分があります。
iDeCoは毎月費用が発生しますが、それが会社
負担となり、お得です。

現金化できるのは６０歳以降という縛りがある
ため、結果的に長期投資になります。
老後資金と割り切って、積極的に長期・積み立
て・分散投資をしましょう。



会社はどのタイプで導入してますか？



お得にフル活用①と③選択制の場合

選択制の場合 iDeCoをやめる 受け取り方も重要

 給与総額は変わらず、掛け
金となる手当を設置しま
す。
その範囲内で掛け金を拠出
すると、所得税、住民税、
社会保険料の対象から外
れ、税金が減ります。

場合によっては、iDeCoをや
めて、こちらに全振りして
もOKです。
どのタイプの制度か確認し
てからの判断になります。

一括受け取りは退職所得控
除、年金受け取りは公的年
金等控除を活用できます。
この二つの税制優遇をうま
く組み合わせて、最大限の
節税受け取りをすることが
できます。



非課税を最大活用 スイッチングの活用

企業型ＤＣの最大のメリットは「運用
益非課税」です。

どれだけ利益を出しても運用益に課税
されません。

投資期間から検討して、リスクを取っ
て商品を選択することをお勧めしま
す。

長期期間の投資により、ストックがで
きます。その資産の置き場所を検討す
るタイミングがあります。

①世界情勢など金融市場を見ながら、
リターン重視で変更します。

②退職のタイミングから考えて、リス
クゼロの資産へ変更します。

リスクを取ることもＯＫ



投資教育 個別相談

会社は従業員のために制度導入します
が、それだけでなく継続的に投資教育
を開催する努力義務があります。

個人で情報収集するのも限界がありま
すので、会社に投資教育の開催をリク
エストしてください。
投資商品をしっかり選択できるように
しましょう。

制度導入は福利厚生であり、ウェルビ
ーイングにつながるものです。

個別にファイナンシャルプランナーに
相談できると家計改善やライフプラン
とリンクした資産形成に取り組むこと
ができます。
有料相談になるので、それを会社負担
で開催するよう求めましょう。

勤務先にお願いできること



info@lifestyleplus-fp.com

www.lifestyleplus-fp.com

THANK YOU

お問い合わせはこちらから

mailto:info@lifestyleplus-fp.com
https://www.lifestyleplus-fp.com/

